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発表を終えて
　二〇一三年早春、日文研フォーラムの催事として京都ハートピアの大会議室
で市民の皆様に対し「中日文化異同論の推移―近代以降の日本と欧米の学界
を中心に」というスピーチをする運びとなり、伊東貴之教授の司会で穏やかに
行われた。その後、会場からの質問に答えるため、時間をある程度オーバーし
たにもかかわらず、皆様が興味津々（多分？）で聞いてくださり、誰一人も早
く出て帰られなかったのは感激だった。そして後日、日文研のスタッフを通じ
て聴衆から多くの質問や励ましの言葉をいただいた。驚き感心したのは、この
頃、中日関係は必ずしもよろしくないが、皆様からのメッセージはかなり好意
的で、また客観的で多元的なものであったことだ。そして、今回も含めて日文
研の先生たち、スタッフの皆様にいろいろとお世話になっており、心より感謝
の意を表したい。
　実は二〇〇三年、最初に日文研へ行くまでに、東京大学社会科学研究所、法
学部、文学部、また京都大学人文科学研究所の客員研究員としてお世話になっ
たことがある。いずれも世界屈指の、すばらしい研究・教育機関に違いないが、
正直に言うと、その中にいる外国人研究者はある意味で暫時的で異質な存在に
過ぎない。しかし、日文研では、外国人の研究者は常時的、構造的な存在だと
いう印象を日文研に来た者みんなが持っているに違いない。
　日文研の素晴らしさは、各国の学者たちに互いに討議ができる場を提供して
くれるというところにある。日本の学者ばかりでなく欧米やアジアなどの学者
たちとも日本語で話し合っていたのはある意味で奇妙な光景であろうし、そし
てその場合、日本文化の研究はメインテーマに違いないが、それと同時に、各
国の文化、生活や研究体制などにも話が広まっていく。即ち、日本文化研究だ
けでなく、日本文化研究を通じて諸文化の交流や対話も実にその中に含まれて
いるわけである。これからも更に、日本文化研究が世界に理解可能な、参考可
能な、また世界各地の文化の比較研究にも役に立つものになるよう、皆様とと
もに頑張るつもりである。
二〇一七年夏、上海にて　　張 翔　　
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とタイ人の心のあり方
07.10.1
204 07.7.25
シンシア・ネリ・ザヤス　Cynthia Neri ZAYAS 
淡路島における災害と記憶の文化―荒神信仰を中心に
07.12.28
208 07.12.12
王 維坤　WANG Weikun
中国出土の文物からみた中日古代文化交流史―和同開珎
と井真成墓誌を中心として
08.7.1
212 08.4.23
周 見　ZHOU Jian
渋沢栄一と張謇―日中近代企業家に関する一つの比較
08.7.15
214 08.6.11
フレデリック ジラール　Frédéric GIRARD 
ヨーロッパ人の日本宗教へのアプローチ―エミール ギ
メと日本の僧侶、神主との問答
10.9.30
215 08.7.9
アレキサンダー・ヴォヴィン　Alexander VOVIN
萬葉集と風土記に見られる不思議な言葉と上代日本列島
に於けるアイヌ語の分布
09.3.12
216 08.9.11
金 弼東　KIM Pil Dong
韓国における日本研究が語るもの
08.11.10
218 08.11.12
ジェームズ・バスキンド　James BASKIND
日本における禅浄双修―黄檗宗を中心として
09.1.30
226 09.9.8
野原 博淳　NOHARA Hiroatsu
日本の技術者とフランスの技術者―技術革新の担い手
10.2.15
228 09.11.16
ファム ティ トゥ ザン　PHAM Thi Thu Giang
世俗化から見た近代仏教―日本とベトナムとの比較
10.2.22
232 10.3.9
趙 維平　ZHAO Weiping
東アジアにおける雅楽の流れ
10.6.21
x179 05.4.12
ノエル・ジョン・ピニングトン　Noel John PINNINGTON
中世能楽論における「道」の概念―能役者が歩むべき「道」
05.9.1
182 05.7.12
鄭 在貞　CHUNG Jae Jeong
韓日につきまとう歴史の影とその克服のための試み
06.1.20
190 06.4.18
金 容儀　KIM Yongui
玄界灘を渡った鬼のイメージ―なぜ韓国のトケビは日本
の鬼のイメージで語られるのか
06.10.2
193 06.7.11
周 維宏　ZHOU Wei Hong
近代化による農村の変貌とその捉え方について―中日農
村を比較して
06.11.1
194 06.9.19 ダリア・シュバンバリーテ　
Dalia ŠVAMBARYTĖ 
オセアニアの島々のイメージ形成をめぐって
07.2.1
195 06.10.10
エドウイーナ・パーマー 　Edwina PALMER 
ニュージーランドの学生が学ぶ「日本」―高等教育の社
会科カリキュラムを中心に
06.12.25
196 06.11.14
ヨセフ・キブルツ　Josef A. KYBURZ
お札が語る日本人の神仏信仰
07.5.20
198 07.1.16
プラット・アブラハム・ジョージ
Pullattu Abraham GEORGE
日印関係とインドにおける日本研究―宮沢賢治の菜食主
義の思想
07.4.20
200 07.3.13
陸 留弟　LU Liu Di
楽しみの茶と嗜みの茶―中国から見た茶の湯文化
07.6.1
201 07.4.18
モハメッド レザ・サルカール アラニ
Mohammad Reza SARKAR ARANI
国境を越えた日本の学校文化
07.7.10
202 07.5.16
張 哲俊　ZHANG Zhe Jun
唐代文学における日本のイメージ
09.8.14
ix
回数 開催日 スピーカー／発表タイトル 発行日
151 02.6.11
魯 義　LU Yi
中日関係と相互理解
02.12.25
153 02.9.10
李 美林　YEE Milim
近世後期『美人風俗図』の絵画的特徴―日韓比較
05.2.28
155 02.11.5
金 文吉　KIM Moon Gil
神代文字と日本キリスト教―国学運動と国字改良
03.12.26
160 03.4.8
ビル・スウェル　Bill SEWELL
旧満州における戦前日本の町づくり活動
03.11.10
165 03.10.14
王 成　WANG Cheng
阿部知二が描いた “北京”
04.9.30
166 03.11.11
陳 暉　CHEN Hui
明治教育家 成瀬仁蔵のアジアへの影響―家族改革をめ
ぐって
04.9.30
169 04.5.11
コンスタンティン・ノミコス・ヴァポリス
Constantine Nomikos VAPORIS
参勤交代と日本の文化
04.10.15
170 04.6.8
王 述坤　WANG Shukun
近代における日本、中国の文人・作家の自殺
04.10.15
171 04.7.13
ヴィクター・ヴィクトロヴィッチ・リビン
Victor Victorovich RYBIN 
知られざる歌麿― 「百千鳥狂歌合はせ」の詩的、文法的
分析
04.12.15
177 05.2.8
マッツ・アーネ・カールソン　Mats Arne KARLSSON
僕はこの暗号を不気味に思ひ…―芥川龍之介『歯車』、
ストリンドベリ、そして狂気
05.8.1
178 05.3.8
呉 咏梅　WU Yongmei
アジアにおけるメディア文化の交通―中国人大学生が見
た日本のテレビドラマをめぐって
06.1.20
viii
130 00.6.13
ケネス リチャード　Kenneth L. RICHARD 
出島－長崎－日本－世界　憧憬の旅―サダキチ・ハルト
マン（1867–1944）と倉場富三郎（1871–1945）
00.12.22
132 00.9.12
マーク・メリ　Mark MELI 
「物のあはれ」とは何なのか
01.3.1
134 00.11.14
辛 容泰　SHIN Yong-tae
日本語の「カゲ（光・蔭）」外―日本文化のルーツを探る
01.9.1
136 01.2.6
バルト・ガーンス　Bart GAENS
長者の山―近世的経営の日欧比較
02.9.30
138 01.4.10
李　卓　LI Zhuo
中日姓名の比較について―親族の血縁性と社会性
01.9.1
139 01.5.8
エッケハルト・マイ　Ekkehard MAY
西洋における俳句の新しい受容へ
01.10.15
140 01.6.12
徐 蘇斌　XU Subin
中国現代建築の成立基盤―留日建築家・趙冬日と人民大
会堂
02.9.30
142 01.9.18
ジョナサン・オーガスティン　Jonathan M. AUGUSTINE
聖人伝、高僧伝と社会事業―古代日本、ヨーロッパの高
僧を中心に
01.12.25
145 01.12.11
チグサ・キムラ・スティーブン　
Chigusa KIMURA-STEVEN 
大庭みな子「三匹の蟹」―ミニスカート文化の中の女と男
05.3.31
146 02.1.15
申 昌浩　SHIN Chang Ho
親日仏教と韓国社会
03.1.31
147 02.2.12
マシミリアーノ・トマシ　Massimiliano TOMASI 
近代詩における擬声語について
03.3.31
150 02.5.14
李 光濬　LEE Kwang Joon
禅心理学的生命観―人間の生命現象を中心に
04.12.15
vii
回数 開催日 スピーカー／発表タイトル 発行日
116 99.3.16
エドウィン A. クランストン　
Edwin Augustus CRANSTON
うたの色々―翻訳は詩歌の詩化または死化？
00.3.1
117 99.4.13
ウィリアム J. タイラー　William J. TYLER 
石川淳著『黄金傳説』その他の翻訳について
00.3.1
118 99.5.11
金 知見　KIM Ji Kyun
内藤湖南先生の真蹟―高麗太祖顯陵詩について
00.7.14
120 99.7.13
リース 幸子 滝　REECE Sachiko Taki
心理臨床の場に映った私生活の中の暴力と社会の中の暴力
00.3.1
121 99.9.7
宋 敏　SONG Min
明治初期における朝鮮修信使の日本見聞
00.3.31
122 99.10.12
ジャン－ノエル ロベール　Jean-Noël A. ROBERT
二十一世紀の漢文―死語の将来
01.11.15
123 99.11.16
ヴラディスラブ ニカノロヴィッチ ゴレグリャ ドー
Vladislav Nikanorovich GOREGLIAD
鎖国時代のロシアにおける日本水夫たち
01.6.26
124 99.12.14
楊 暁捷　X. Jie YANG  
鬼のいる光景―絵巻『長谷雄草紙』を読む
00.3.31
125 00.1.11
エミリア ガデレワ　Emilia GADELEVA 
年末・年始の聖なる夜―西欧と日本の年末・年始の行事
の比較的研究
00.7.14
126 00.2.8
李 応寿　LEE Eung Soo
東アジア獅子舞の系譜―五色獅子を中心に
01.2.15
128 00.4.11
ペッカ コルホネン　Pekka KORHONEN 
アジアの西の境
00.10.20
129 00.5.9
金 貞禮　KIM Jeong Rye
五・七・五、日本と韓国
01.12.25
vi
96 97.5.13
デニス・ヒロタ　Dennis HIROTA
日本浄土思想と言葉―なぜ一遍が和歌を作って、親鸞が
作らなかったか
98.3.31
97 97.6.10
ヤン・シコラ　Jan SÝKORA 
近世商人の世界―三井高房『町人考見録』を中心に
97.12.15
99 97.9.9
ポーリン・ケント　Pauline KENT
『菊と刀』のうら話
98.9.15
101 97.11.11
金 禹昌／リヴィア モネ／カール モスク／ヤン シコラ／
鶴田欣也　KIM Uchang / Livia MONNET / Carl MOSK / Jan 
SYKORA / TSURUTA Kinya 
パネルディスカッション
日本および日本人―外からのまなざし
98.3.31
102 97.12.9
ジョナ・サルズ　Jonah SALZ 
猿から尼まで―狂言役者の修行
02.7.1
104 98.2.10
高 文漢　GAO Wenhan
中世禅林の異端者―一休宗純とその文字
98.9.15
108 98.6.9
島崎 博　SHIMAZAKI Hiroshi 
化粧の文化地理
98.9.15
109 98.7.14
丘 培培　Peipei QIU
なぜ荘子の胡蝶は俳諧の世界に飛ぶのか―詩的イメージ
としての典故
00.5.1
111 98.10.6
アハマド・ムハマド・ファトヒ・モスタファ
Ahmed M. F. MOSTAFA
愛玩―安岡章太郎の「戦後」のはじまり
99.3.15
112 98.11.10
アリソン トキタ　Alison McQUEEN-TOKITA
「道行き」と日本文化―芸能を中心に
99.3.15
114 99.1.12
杜 勤　DU Qin
「中」のシンボリズムについて―宇宙論からのアプロ－チ
99.3.15
v回数 開催日 スピーカー／発表タイトル 発行日
80 95.12.19
タチヤーナ L. ソコロワ゠デリューシナ
Tatyana L. SOKOLOVA-DELYUSINA
俳句の国際性―西欧の俳句についての一考察
97.1.25
82 96.2.13
ジェイ・ルービン　Jay RUBIN
京の雪、能の雪
96.12.15
84 96.4.16
リース・モートン　Leith MORTON 
日本近代文芸におけるゴシック風小説―泉鏡花と谷崎潤
一郎の場合
97.1.25
85 96.5.28
マーク・コウディ・ポールトン　 Mark Cody POULTON
能における「草木成仏」の意味
96.12.15
86 96.6.11
フランシスコ・ハビエル・タブレロ
Francisco Javier TABLERO  
社会的構築物としての相撲―報恩古式大相撲の事例を
巡って
97.2.15
89 96.10.1
王 秀文　WANG Xiu-wen
シャクシ・女・魂―日本におけるシャクシにまつわる民
間信仰
97.2.15
91 96.12.17
陳 生保　CHENG Sheng Bao
中国語の中の日本語
97.5.30
92 97.1.21
アレキサンダー N. メシェリャコフ
Alexander N. MESHCHERYAKOV
奈良時代の文化と情報
97.12.25
94 97.3.18
マリア・ロドリゲス・デル・アリサル
Maria RODRIGUEZ DEL ALISAL
弁当と日本文化
01.10.15
95 97.4.15
ミケーレ・マルラ　Michele F. MARRA
弱き思惟―解釈学の未来を見ながら
97.12.15
iv
55 93.7.13
ツベタナ・クリステワ　Tzvetana KRISTEVA 
涙の語り―平安朝文学の特質
95.2.15
56 93.9.14
金 容雲　KIM Yong-Woon
和算と韓算を通してみた日韓文化比較
94.5.27
57 93.10.12
オロフ G. リディン　Olof G. LIDIN 
徳川時代思想における荻生徂徠
94.5.27
58 93.11.9
マヤ・ミルシンスキー　Maja MILČINSKI
無常観の東西比較
94.5.27
63 94.4.12
リチャード・トランス　Richard TORRANCE
出雲地方に於ける読み書き能力と現代文学、1880~1930
94.11.5
68 94.11.15
賈 蕙萱　JIA Hui-xuan
中日比較食文化論―健康的飲食法の研究
95.5.10
70 95.1.10
ミハイル・ウスペンスキー　Michail V. USPENSKY
根付―ロシア・エルミタージュ美術館のコレクションを
中心に
96.2.20
71 95.2.14
厳 招璗　YAN Shao Dang
記紀神話における二神創世の形態―東アジア文化とのか
かわり
96.2.20 
72 95.3.14
王 家驊　WANG Jiahua
渋沢栄一の「論語算盤説」と日本的な資本主義精神
95.6.20
73 95.4.11
アリソン・トキタ　Alison TOKITA
日本伝統音楽における語り物の系譜―旋律型を中心に
96.3.25
74 95.5.9 リュドミーラ・エルマコーワ　
Lioudmila ERMAKOVA
和歌の起源―神話と歴史
95.11.10
77 95.9.26
蘇 徳昌　SU Dechang
日中の敬語表現
96.3.20
78 95.10.17
李 均洋　LI Jun Yang
雷神思想の源流と展開―日・中比較文化考 
97.12.15
iii
回数 開催日 スピーカー／発表タイトル 発行日
36 91.10.8
王 暁平　WANG Xiao Ping
中国詩歌における日本人のイメージ
93.7.16
37 91.11.12
辛 容泰　SHIN Yong-tae
日本語の起源―日本語・韓国語・甲骨文字との脈絡を探る
92.9.10
38 91.12.10
洪 潤植　HONG Yoon Sik
古代日本佛教における韓国佛教の役割
93.7.16
39 92.1.14
サウィトリ・ウィシュワタナン　Savitri VISHWANATHAN 
インドは日本から遠い国か？―第二次大戦後の国際情勢
と日本のインド観の変遷
93.6.10
41 92.4.14
リブシェ・ボハーチコヴァー　Libuše BOHÁČKOVÁ
チェコスロバキアにおける日本美術
93.7.16
45 92.9.8
王 勇　WANG Yong
中国における聖徳太子
94.11.5
46 92.10.13
李 栄九　LEE Young Gu
直観と芭蕉の俳句―俳論を中心に
93.8.20
47 92.11.10
ウィリアム D. ジョンストン　William D. JOHNSTON
日本疾病史考―「黴毒」の医学的・文化的概念の形成
93.7.16
48 92.12.8
マノジュ L. シュレスタ　Manoj L. SHRESTHA
アジアにおける日系企業の戦略転換―技術移転をめぐって
95.1.25
49 93.1.12
朴 正義　PARK Jung-Wei
キリスト教受容における日韓比較
93.10.15
51 93.3.9
清水 義明　SHIMIZU Yoshiaki 
チャールズ L. フリアー（1854~1919）とフリアー美術館
―米国の日本美術コレクションの一例として
94.5.27
52 93.4.13
金 春美　KIM Choon Mie
日本近代知識人の思想と実践―有島武郎の場合
93.10.15
ii
16 89.10.3
汪 向榮　WANG Xiang‐rong
弥生時期日本に来た中国人
90.1.31
17 89.11.14
ジェフリー・ブロートベント　Jeffrey BROADBENT
地域開発政策決定過程を通してみた日米社会構造の比較
94.11.5
18 89.12.12
エリック・セズレ　Eric SEIZELET
日本の国際化の展望と外国人労働者問題
90.2.15
19 90.1.9
スミエ・ジョーンズ　Sumie JONES
レトリックとしての江戸
92.9.25
20 90.2.13
カール・ベッカー　Carl BECKER
往生―日本の来生観と尊厳死の倫理
91.3.29
21 90.4.10
グラント K. グッドマン　Grant K. GOODMAN
忘れられた兵士―戦争中の日本に於けるインド留学生
91.3.29
24 90.7.10
李 国棟　LI Guodong
魯迅の悲劇と漱石の悲劇―文化伝統からの一考察
91.6.20
25 90.9.11
馬 興国　MA Xing-guo
正月の風俗―中国と日本
92.12.5
26 90.10.9
ケネス・クラフト　Kenneth KRAFT
現代日本における仏教と社会活動
93.1.30
28 91.1.8
カレル・フィアラ　Karel FIALA
言語学からみた「平家物語・巻一」の成立過程
91.10.15
29 91.2.12
アレクサンドル A. ドーリン　Aleksandr A. DOLIN
ソビエットの日本文学翻訳事情―古典から近代まで
93.1.30
31 91.4.9
ミコワイ・メラノヴィッチ　Mikołaj MELANOWICZ 
ポーランドにおける谷崎潤一郎文学
92.3.30
33 91.6.11
サトヤ B. ワルマ　Satya B. VERMA
インドにおける俳句
92.9.10
35 91.9.10
ドナルド M. シーキンス　Donald M. SEEKINS
忘れられたアジアの片隅―50 年間の日本とビルマの関係
92.9.25
i回数 開催日 スピーカー／発表タイトル 発行日
3 88. 2.19
リー・A・トンプソン　Lee A. THOMPSON 
大相撲の近代化
88.11.30
5 88.6.14
宗 彙七　SONG Whi-chil
日本陽明学の一断面―大塩平八郎研究の問題点
91.3.29
7 88.10.11
スーザン・ネイピア　Susan J. NAPIER 
近代日本小説における女性像―現実と幻想
89.1.31
8 88.12.13
ジェームズ C. ドビンズ　James C. DOBBINS 
仏教に生きた中世の女性―恵信尼の書簡
89.4.28
9 89.2.14
厳 安生　YAN An Sheng
中国人留学生の見た明治日本
89.7.31
10 89.4.11
劉 敬文　LIU Jingwen
教育投資と日本の戦後経済高度成長
89.8.31
11 89.5.9
スザンヌ・ゲイ　Suzanne GAY
中世京都における土倉酒屋―都市社会の自由とその限界
89.9.30
12 89.6.13
夏 剛　HSIA Gang
インタビュー・ノンフィクションの可能性―猪瀬直樹著
「日本凡人伝」を手掛りに
89.10.31
13 89.7.11
エルンスト・ロコバント　LOKOWANDT Ernst
国家神道を考える
91.3.29
14 89.8.8
キム・レーホ　KIM Rekho
近代日本文学研究の問題点
92.10.5
15 89.9.12
ハルトムート O. ローターモンド
Hartmut O. ROTERMUND
江戸末期における疱瘡神と疱瘡絵の諸問題
93.6.10
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日文研フォーラム第264回
中日文化異同論の推移
─近代以降の日本と欧米の学界を中心に─
Shifting Discourses on Similarity and Difference 
in Chinese and Japanese Culture: 
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